
       令和 4年 8月 青野正宏 

 

残暑見舞い 一首 

あつすぎて なつきにいきも たえたえの ころもすぎたは あまいきたいか 

 

汚れちまった教団に    汚れちまった悲しみに 中原中也 

 

汚れちまった教団に    汚れっちまった悲しみに 

今日も非難が降りかかる   今日も小雪の降りかかる 

汚れちまった教団に    汚れっちまった悲しみに 

今日も嵐が吹きすぎる    今日も風さえ吹きすぎる 

 

汚れちまった教団は    汚れっちまった悲しみは 

たとえば狐の化けの皮    たとえば狐の革裘（かわごろも） 

関係しちゃった政治家は   汚れっちまった悲しみは 

批判がかかってちぢこまる   小雪のかかってちぢこまる 

 

入信しちゃった会員は    汚れっちまった悲しみは 

なにのぞむことかなうなく   なにのぞむなくねがうなく 

献金しちゃった会員は    汚れっちまった悲しみは 

破産のうちに死を夢(ゆめ)む   倦怠のうちに死を夢む 

 

献金しちゃった悲しみに   汚れっちまった悲しみに 

いたいたしくも怖気（おじけ）づき  いたいたしくも怖気づき 

献金しちゃった悲しみに   汚れっちまった悲しみに 

なすところもなく日は暮れる……  なすところもなく日は暮れる…… 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

13 任天堂 元から稼ぎはゲーム類 

      ファミコンが出てゲームが変わる 

14 路地裏で昔遊びはメンココマ 


